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は じ め に 

 

 

本研究は、プロジェクト研究「職業能力開発に関する労働市場の基盤整備のあり方に

関する研究」の一部である。同プロジェクト研究においては、教育訓練サービス供給側

（プロバイダー）と教育訓練サービス需要側（労働者）の双方から、日本社会における

職業能力開発の実態解明に取り組んでいる。 
本研究は教育訓練サービス需要側からのアプローチに位置付けられ、労働者個人がど

のように職業能力を身につけ、キャリアを形成しているかについて探ろうとするもので

ある。一人ひとりの労働者のキャリア形成の実態をインタビューを通じてつぶさに調べ、マ

クロ的視点では十分になしえない問題の把握と分析を行うことを目的としている。 
 本研究は、インタビューの調査対象者として、1970 年からおよそ 10 年にわたって行
った「若年労働者の職業適応に関する追跡研究」における「進路追跡調査」の対象者に

協力を求めることとした。「進路追跡調査」は、雇用職業総合研究所（当時）と国立教育

研究所（同）との共同で行った調査である。その後は、しばらく調査をしていなかった。

調査開始時に対象者の方々は 15 歳頃であったが、現在は 50 歳前後に達している。 
 本プロジェクト研究全体は、平成 15 年度下期から 18 年度末までの 3 年半をかけて実
施する大がかりなものである。本研究自体も今年度については、全国各地の対象者を訪

問して、調査を行い、その結果得られた情報を第一次的に整理することとし、来年度の

詳細分析につなげることとしている。 
 久方ぶりの対面であったにもかかわらず、調査対象者の皆様は私どものお願いに快く

応じてお話をしてくださった。調査担当者それぞれが、調査にご協力頂いた方のお話に

大きな感銘を受けた。本報告書は、調査対象者である 68 人の方々の人生の軌跡でもある。
ここで調査にご協力くださった対象者の方のお名前を挙げることはできないが、心から

お礼を申し上げたい。 
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